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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

10/25現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

9月気象状況   （父島）

最高気温   31.7℃ 

最低気温   23.6℃ 

平均気温   27.6℃ 

平均湿度   81％ 

月降水量   124mm 

住民基本台帳登録者数（10/1）  

             2,382人 

             父島      母島    

  人口      1,936人   446人 

  世帯      1,039     234 

短期滞在者     23人   12人 

ＮＯ．５１８ 

平成1８年(2006) 

11/１(水) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 第２９回  小笠原村住民健診  

主催：小笠原村／協力：島しょ保健所小笠原出張所／実施機関：医療法人社団 こころとからだの元気プラザ 

 

【対象者】 原則として３０歳以上で、小笠原村に住所登録されている方 

      （結核・肺がん検診（レントゲン検査）は４０歳以上の方のみ） 

【日時・場所・検査項目】 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

【受付時間】 午前の受付時間は午前８時 ～１１時、午後の受付時間は午後１時 ～３時です。 

（父島の乳・子宮がん検診の受付時間は午後４時３０分までです。※１１日のみ午後３時まで。） 

【費 用】 無 料 

 住民健診を受けるには予約が必要です  
 

※ 予約されていない方は、受診できませんのでご注意ください。 

【予約受付期間】 １１月１３日（月）～ １２月１日（金）（土・日・祝日を除く） 

午前８時～正午、午後１時３０分～５時３０分 

【予約受付】電話、村役場または母島支所窓口 

      ※今回より地域福祉センターでは受け付けておりませんのでご注意ください。 

【その他】 

※ 結核・肺がん検診（レントゲン検査）は、検診期間中に直接保健所（母島は診療所）にお越しください。 

 なお、受診される方はなるべく喀たん検査も合わせて実施してください（詳細は本号「健康コーナー」にて）。 

※平成１４年度からの５年間、肝炎ウイルス検診を実施しています。 

   節目年の方（４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳）には、肝炎ウイルス検診の問診表が同封されていますので、中身を 

   ご確認ください。 

  ※父島会場には、託児所が設けてありますので、お子様連れの方はお気軽にご利用ください。 

●申込み・問合せ先  父島  村民課福祉係（村役場内）      ２－３９３９ 

母島  母島支所庶務係           ３－２１１１ 

母島 ： 診療所 父島 ： 地域福祉センター ／ 住民結核検診は保健所 

１２／４（月） １２／５（火） １２／７（木） １２／８（金） １２／９（土） １２／１０（日） １２／１１（月）

        

場 所 ・ 

              日 時 

 

検 査 項 目 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

基本健康診査 

結核・肺がん検診 
○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

乳・子宮がん検診 ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

胃 がん検 診 ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  



  NO．518    平成 18（2006）年 11月 1日（水）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-2- 

                             

小
笠
原
村
職
員
の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】 

《
保

健

師
》 

若
干
名 

《
一
般
技
術
》 

若
干
名 

【
受
験
資
格
】 

《
保
健
師
》 

資
格
を
お
持
ち
で
昭
和
31
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

《
一
般
技
術
》 

昭
和
46
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

【
勤
務
場
所
】
本
庁
ま
た
は
事
業
所 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
19
年
１
月
以
降 

【
選
考
方
法
】 

《
保

健

師
》
口
述
試
験 

《
一
般
技
術
》
筆
記
お
よ
び
口
述
試
験 

【
申
込
期
限
】
12
月
８
日
（金
）必
着 

 

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

Ｉ
Ｔ
講
習
会
開
催 
 

Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。内
容
は
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
、
フ
リ
ー

メ
ー
ル
の
利
用
に
関
す
る
初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

【
日
時
】
11
月
18
日
（土
）、
19
日
（日
） 

【
時
間
】
午
後
６
時
〜
８
時 

【
場
所
】
小
笠
村
情
報
セ
ン
タ
ー 

【
定
員
】
20
名 

【
料
金
】
１
５
０
０
円
（テ
キ
ス
ト
代
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

小
笠
原
村
情
報
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
３
７
８
０ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
用 

パ
ソ
コ
ン
設
置(

母
島
支
所) 

 

母
島
支
所
ホ
ー
ル
に
村
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
で

き
る
パ
ソ
コ
ン
を
２
台
設
置
い
た
し
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
は
Ｊ
‐
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
衛

星
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
上
り
毎
秒
２

Mb
・
下
り
10

Mb
（最
速
）

の
ス
ピ
ー
ド
が
体
感
で
き
ま
す
。
維
持
費
と
し
て
、

若
干
の
利
用
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

利
用
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 【
時
間
】
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分
ま
で 

（
昼
休
み 

正
午
〜
午
後
１
時
30
分
） 

【
利
用
料
金
】
１
時
間
２
０
０
円 

（印
刷
代
は
１
枚
10
円
） 

【
台
数
】
２
台 

【
ソ
フ
ト
】
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル 

【
周
辺
機
器
】
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
複
合
機 

 

●
問
合
せ
先 

 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 
 

小
笠
原
村
情
報
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
７
８
０ 

 

情
報
セ
ン
タ
ー
利
用
時
間
変
更 

 

情
報
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間
を
変
更
い
た
し
ま
す
。 

 

【
利
用
時
間
】
午
後
１
時
〜
午
後
８
時 

  
※
た
だ
し
、
午
後
７
時
の
時
点
で
利
用
者
が
い
な

い
場
合
は
、
午
後
７
時
で
閉
館
い
た
し
ま
す
。 

【
休
館
日
】
木
曜
日 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

小
笠
原
村
情
報
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
３
７
８
０ 

 

南
島
入
島
禁
止
期
間
に
つ
い
て 

  

南
島
の
植
生
回
復
の
た
め
に
、
毎
年
３
か
月
間
の

入
島
禁
止
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
入
島
禁
止
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
入
島
禁
止
期
間
】 

11
月
５
日
〜
来
年
２
月
４
日 

※
た
だ
し
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
を
除
く 

 【
入
島
禁
止
期
間
中
の
特
例
利
用
】 

 

《
利
用
方
法
》
西
側
の
海
か
ら
扇
池
に
上
陸
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

（遊
泳
ま
た
は
カ
ヌ
ー
利
用
） 

※
こ
の
ル
ー
ト
は
大
変
危
険
な
た
め
、
入
島
に

際
し
て
は
海
況
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。 

 《
利
用
範
囲
》 

扇
池
お
よ
び
周
辺
の
砂
浜
に
限
り
ま
す
。
自

然
観
察
路
へ
の
立
ち
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

 

《
利
用
条
件
》 

○
観
光
客
等
を
案
内
す
る
場
合
は
、
ガ
イ
ド
の

同
伴
な
ど
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
を
遵
守
し

て
く
だ
さ
い
。 

○
村
民
利
用
の
場
合
は
ガ
イ
ド
の
同
伴
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
役
場
へ
の
入
島
手
続

き
の
ほ
か
、
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
と
同
様

の
条
件
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先
（
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
） 

村
役
場
産
業
観
光
課 

 
 
  

２
―
３
１
１
４ 

支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

  

２
―
２
１
２
３ 

 

●
問
合
せ
先
（
植
生
回
復
に
つ
い
て
） 

支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 

２
―
２
１
２
３ 

総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 

２
―
２
１
０
３ 

   

村民課福祉係窓口が移転します 
 
 村民課福祉係は、これまで地域福祉センターにおいて業務を行ってきましたが、１１月６日（月）から、村役

場本庁舎に移転します。 
 村では住民サービスをより効率的に、より充実を図るため組織改正を検討してまいりました。今般、住民係

と福祉係を同一フロアに統合することにより、住民サービスを一元化することといたしました。 
 これに伴い、産業観光課が本庁２階へ、また建設水道課の環境衛生担当が第２庁舎へ移動することとなりま

した。 
 村民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
 
●問合せ先  総務課総務係  ２－３１１１ 
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国
民
年
金
に
つ
い
て 

 
◎
国
民
年
金
の
保
険
料
の 

免
除
等
の
申
請
を
さ
れ
た
方
へ 

 
 

 

国
民
年
金
制
度
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ

て
の
方
が
加
入
し
、老
後
の
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
、

万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
取
れ
る
制
度
で
す
。 

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
一

部
納
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

免
除
ま
た
は
一
部
納
付
の
申
請
は
、
村
民
課
住
民

係
ま
た
は
母
島
支
所
の
窓
口
で
で
き
ま
す
。 

村
へ
提
出
さ
れ
た
申
請
書
は
、
随
時
、
港
社
会
保

険
事
務
所
へ
郵
送
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
後
の
処

理
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
免
除
な
ど
の
申
請
を

さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 【
申
請
を
さ
れ
た
方
へ
の
注
意
事
項
】 

 ①
免
除
等
の
申
請
の
結
果
が
、
免
除
の
「
承
認
」、
若

し
く
は
「
却
下
」
で
も
、
申
請
者
に
直
接
そ
の
結

果
が
文
書
に
よ
り
通
知
さ
れ
ま
す
。 

 

②
免
除
等
の
申
請
は
、
７
月
か
ら
翌
年
の
６
月
分
ま

で
の
１
年
単
位
の
申
請
で
す
。
申
請
が
「
却
下
」

と
な
っ
た
場
合
は
、
お
手
持
ち
の
納
付
書
で
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
納
期
限
か
ら

２
年
間
） 

 

③
最
近
、
社
会
保
険
庁
か
ら
委
託
さ
れ
た
「
も
し
も

し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
が
、
電
話
に
よ
り
納
付
の
催

促
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、「
現
在
、
免
除

等
申
請
中
で
あ
る
た
め
７
月
分
以
降
納
め
て
い
な

い
」
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
電
話
に
よ
り

あ
わ
て
て
納
め
て
し
ま
っ
て
、
後
日
、
免
除
等
の

決
定
通
知
が
届
い
て
も
納
付
さ
れ
た
保
険
料
は
還

付
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

【
問
合
せ
先
】  

港
社
会
保
険
事
務
所 

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

◎
国
民
年
金
保
険
料
の 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？  

 

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
や
障
害
・
死
亡
時
に
支
給

さ
れ
る
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
、
受

給
す
る
に
は
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
、
将
来
受
給
で
き
る
老

齢
基
礎
年
金
の
額
が
減
っ
た
り
、
受
給
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、未
納
期
間
が
あ
る
と
、

万
が
一
の
ケ
ガ
や
死
亡
な
ど
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
も
受
給
で
き
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

お
手
持
ち
の
領
収
証
（自
動
引
き
落
と
し
の
場
合

に
は
預
金
通
帳
）や
、
毎
年
11
月
こ
ろ
送
付
さ
れ
る

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど
で
納
め
忘
れ
が
な
い

か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

過
去
２
年
間
の
納
め
忘
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 ◎

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
） 

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す 

  

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
確
定
申
告
や
年
末

調
整
で
、
所
得
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
を
す
る
場

合
、
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
、
10
月
２
日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
額
を
証
明
し
た
控
除
証
明
書
「
社
会
保
険

料
（国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
を
11
月
上
旬

に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
し
ま
す
。
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
、
こ
の
証
明
書
と
10
月
２
日
以
降

に
納
付
し
た
領
収
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
場
合
に
は
、
納
付
し
た
方
が
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

【
問
合
せ
先
】 

専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

０
５
７
０-

０
０-

９
９
１
１ 

（
平
成
19
年
３
月
16
日  

平
日
９
時
〜
17
時
ま
で
） 

 

◎
退
職
や
転
居
な
ど
の
あ
っ
た
場
合
、 

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く 

 

国
民
年
金
加
入
中
に
、転
居
や
婚
姻
な
ど
に
よ
り
、

姓
や
現
住
所
な
ど
に
異
動
が
生
じ
た
場
合
、
本
人
が

届
出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】 

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
会
社
な
ど
を
退
職
さ

れ
た
方
（厚
生
・
共
済
年
金
な
ど
の
資
格
を
喪
失
し

た
場
合
） 

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
加
入
が
必
要

で
す
。 

○
そ
の
配
偶
者
も
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

（第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
専
業

主
婦
な
ど
）
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
（
種
別
の

変
更
）と
な
り
ま
す
。 

 【
手
続
方
法
】 

本
人
に
よ
る
届
出
（国
民
年
金
加
入
・
種
別
変

更
届
） 

 【
必
要
書
類
】 

 

○
喪
失
日
（厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
か
ら
抜

け
た
日
）
の
わ
か
る
書
類
（
資
格
喪
失
証
明

書
・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
）の
写
し 

 

○
年
金
手
帳 

 

○
印
鑑 

 
【
受
付
窓
口
】 

村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所 

 ※
年
の
途
中
で
国
民
年
金
か
ら
厚
生
年
金
な
ど
に

加
入
後
、
再
び
国
民
年
金
と
な
る
方
な
ど
の
、

以
前
の
国
民
年
金
加
入
期
間
に
受
け
て
い
た
保

険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
、
自
動
引
き
落
と
し

な
ど
は
、
再
度
そ
の
申
請
や
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。 

◎
予
約
に
よ
る
年
金
相
談 

 

都
内
の
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
10
月
よ
り
、
休

日
相
談
日
と
夜
間
延
長
相
談
時
間
に
、
予
約
制
（
１

か
月
前
か
ら
予
約
可
）
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
内
地
に
上
京
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

 【
休
日
】
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分 

【
夜
間
】
午
後
５
時
15
分
〜
６
時
30
分 

 
 【

問
合
せ
先
】 

港
社
会
保
険
事
務
所  

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

 

◎
年
金
の
加
入
記
録
は 

い
つ
で
も
確
認
い
た
だ
け
ま
す 

 

【
電
話
に
よ
る
相
談
】 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

基
礎
年
金
番
号
等
な
ど
に
よ
り
本
人
確
認
で

き
た
方
に
は
、「
被
保
険
者
記
録
照
会
回
答
票
」

と
年
金
加
入
記
録
が
違
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

場
合
に
提
出
す
る
「
照
会
申
出
書
」
を
併
せ
て

郵
送
し
ま
す
。 

 《
電
話
番
号
》 

○
年
金
に
関
す
る
相
談 

 
 
 
  

０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５ 

 
 

○
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
の
相
談 

 
 
 
  

０
５
７
０-

０
７-

１
１
６
５ 

 

《
受
付
時
間
》 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

 
 

（
土
・
日
祝
日
を
除
く
） 

 

※
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
の
窓
口
に

あ
る
「
被
保
険
者
記
録
照
会
申
出
書
」
を
提
出

す
る
こ
と
で
、
電
話
で
の
照
会
と
同
じ
申
出
が

出
来
ま
す
。 

 
 
 

《
内
地
に
上
京
の
際
の
相
談
窓
口
》 

○
港
社
会
保
険
事
務
所
（
港
区
浜
松
町
） 

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 
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○
大
森
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
（
大
田
区
山
王
） 

０
３
―
３
７
７
１
―
６
６
２
１ 

※
来
訪
相
談
専
用 

 

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談
】 

 
 

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

《
ア
ド
レ
ス
》http://w

w
w
.sia.go.jp 

○
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
年
金
個
人
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス 

※
あ
ら
か
じ
め
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
の
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

○
電
子
申
請
に
よ
る
年
金
加
入
記
録
照
会 

※
予
め
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

電
子
証
明
書
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

 
 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
３  

南
島
外
来
植
物
除
去 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

  

村
で
は
平
成
13
年
度
か
ら
、
主
に
南
島
に
お
い
て

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
外
来
植
物
（
ク
リ
ノ
イ

ガ
な
ど
）
の
除
去
を
行
い
、
作
業
を
通
じ
て
小
笠
原

の
外
来
植
物
の
現
状
を
村
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
３
回
目
の
除
去
作
業
に
つ
き
ま
し
て
、
村

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
申
込
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
11
月
25
日
（土
） 

 
 
 
 
 

午
前
８
時
45
分
（青
灯
台
発
）か
ら 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
30
分
（青
灯
台
着
）予
定 

【
募
集
定
員
】
20
人
程
度 

【
作
業
内
容
】 

南
島
に
お
け
る
２
時
間
30
分
程
度
除
草
作
業

（
途
中
休
憩
あ
り
） 

【
申
込
期
限
】
11
月
22
日
（水
） 

※
応
募
が
多
い
場
合
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

父
島
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

  

村
で
は
毎
年
父
島
に
お
い
て
、
農
業
被
害
軽
減
の

た
め
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
も
11
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
月
に
２
回
程
度

実
施
す
る
予
定
で
す
。 

実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
安
全
に
は
十
分
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
駆
除
前
日
お
よ
び
当
日
に
防
災
行

政
無
線
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
当
日
、
駆
除
地

域
へ
立
ち
入
る
場
合
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

【
今
月
実
施
日
】
11
月
７
日
（火
）、
20
日
（月
） 

 
●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

【
申
込
期
間
】
11
月
１
日（
水
）〜
11
月
８
日（
水
） 
 

【
診
療
日
程
】
11
月
11
日
（土
）･

12
日
（日
） 

 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
  

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

    

缶
詰
缶
・
ス
プ
レ
ー
缶 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方 

 

分
別
に
関
し
て
お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
、
缶
詰

缶
・
ス
プ
レ
ー
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
再
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

分
別
で
迷
っ
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
  

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
  

３
―
２
１
１
１ 

 

野
ネ
コ
対
策
事
業 

  

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、
新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「
野

ネ
コ
対
策
事
業
」
を
、
平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

事
業
は
通
年
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
年
３
回
、

集
中
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
は
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に

は
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
し
ま
す
。
建
設
水
道
課
、
ま
た

は
母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
こ
れ
ま
で
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
３
９
０

頭
を
超
え
る
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢
手
術
を
施
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

11
月
６
日
（月
）〜
11
月
12
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
長
出
張
報
告 

 
 

【
出
張
期
間
】
10
月
２
日
（月
）〜
19
日
（木
） 

○
国
・
都
関
係
機
関
連
絡
調
整
・
要
望
等 

○
各
会
議
出
席 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

島
嶼
交
流
大
会 

 

毎
年
１
回
、
離
島
と
い
う
条
件
下
に
生
活
す
る

者
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、
共
通
の
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
交
流
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、相
互
理
解
を
深
め
、

ま
た
、
参
加
者
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
担
い
手
と
し

て
の
自
覚
を
促
し
、
今
後
の
島
嶼
地
区
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
島
嶼
交
流
大
会
を
開
催

し
ま
す
。 

ペットボトル 

【青色かご】 

スプレー缶 

【緑色かご】 

缶詰缶 

【緑色かご】 

   

１． キャップをとる 

２． ラベルは取らない 

３． 残り水等で軽くすす

ぐ 

４． 踏みつぶしてから青
色かごへ入れる 

スプレー缶、 

カセットボンベ 

１． 必ず使い切る 

２． 穴をあける 

３． キャップをとる 

４． 緑色かごへ入れる 

飲料缶以外の缶が対象 

１． 中身は空にする 

２． 汚れている物は、残

り水等で軽くすすぐ

３． 緑色かごへ入れる 

※飲料缶は黄色かごへ入

れる 
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【
日
時
】
11
月
25
日
（土
） 

 

【
会
場
】
中
央
区
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
（予
定
） 

【
内
容
】 

島
嶼
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

交
流
会
（島
嶼
の
交
流
） 

 【
資
格
】
島
嶼
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

 

【
費
用
】
６
千
円
（昼
食
代
・
交
流
会
費
） 

 

【
主
催
】
神
津
島
村
教
育
委
員
会 

 

【
申
込
期
限
】
11
月
２
日
（木
） 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

都
民
寄
席
小
笠
原
公
演 

 

都
民
寄
席
小
笠
原
公
演
を
開
催
し
ま
す
。 

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
16
日
（木
） 

 
 
 

開
場 

午
後
６
時 

 
 
 

開
演 

午
後
６
時
30
分 

《
会
場
》
小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
17
日
（金
） 

 
 
 

開
場 

午
後
６
時 

 
 
 

開
演 

午
後
６
時
30
分 

《
会
場
》
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

 

【
出
演
】 

 
 

落 

語 

三
笑
亭 

夢
丸 

 
 

落 

語 

三
遊
亭 

歌
司 

 
 

太
神
楽 

翁
家 
 

喜
楽 

 
 

奇 

術 

ア
サ
ダ 

二
世 

 
 

落 

語 

三
遊
亭 

司 

 
 

落 

語 

三
笑
亭 

朝
夢 

 

●
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会 

 

２
―
３
１
１
７ 

      

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を 

島
し
ょ
地
区
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

 

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日 

 

程
】
11
月
24
日
（金
） 

【
時 

 

間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

【
予
約
期
間
】
11
月
１
日
（水
）〜
22
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
15
日
（水
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
16
日
（木
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

※
今
月
か
ら
電
話
番
号
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
願
い 
 

『
あ
な
た
の
車
大
丈
夫
で
す
か
！ 

車
検
、自
賠
責
保

険
の
有
効
期
限
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
！
』 

 

自
動
車
、
自
動
二
輪
車
（原
付
バ
イ
ク
含
む
）を
無

車
検
や
無
保
険
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
律
（道
路
運

送
車
両
法
、自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
）で
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

無
車
検
、
無
保
険
の
自
動
車
を
運
行
す
る
と
、
交

通
違
反
な
ど
と
し
て
行
政
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

処
分
点
数
は
無
車
検
、
無
保
険
と
も
６
点
で
、
こ

の
違
反
だ
け
で
、
運
転
免
許
停
止
処
分
の
対
象
と
な

り
ま
す
。 

万
が
一
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
刑

事
責
任
の
ほ
か
、
莫
大
な
賠
償
責
任
も
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

今
一
度
、
ご
自
分
の
車
検
や
自
賠
責
保
険
の
有
効

期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

  

２
―
２
１
１
０ 

 
日
本
赤
十
字
社
社
費
の
お
礼 

  

５
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
日
本
赤
十
字
社
の

社
費
募
集
に
つ
き
ま
し
て
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

合
計
４
８
９
口
、
24
万
４
千
５
百
円
の
社
費
が

集
ま
り
ま
し
た
。
ご
報
告
方
々
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

日
本
赤
十
字
社 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
11
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
11
月
27
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
    

小
笠
原
総
合
事
務
所 

 
  

２
―
２
１
０
２ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
特
別
展 

 

「
小
笠
原
こ
と
ば
展
〜
ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史
と 

文
化
が
見
え
て
く
る
」 

 

ビ
ー
デ
、
ヤ
ロ
ー
ド
、
ピ
ー
マ
カ
・
・
・
。 

こ
れ
ら
は
、
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
ん
な
風
に
使
わ

れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
展
示
だ
け
で
な
く
、
音

声
な
ど
も
使
い
な
が
ら
小
笠
原
の
こ
と
ば
文
化
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 【
期
間
】
11
月
１
日
（水
）〜
12
月
19
日
（火
） 

の
入
港
中
（午
後
５
時
ま
で
）開
催 

 

◎
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ン
グ
（首
都
大
学
東
京
教
授
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
よ
る
解
説 

《
日
時
》
11
月
２
日
（
木
） 

午
前
10
時
〜
正
午 

 
 
 
 
 
 

午
後
３
時
〜
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 
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子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
11
月
は
、
子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
月
間

で
す
。 

今
、
子
ど
も
た
ち
を
狙
っ
た
胸
が
痛
む
よ
う
な
犯

罪
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
不
審
者
に
よ
る
声
か
け
も

日
々
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
都
内
各
地

で
は
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
の
様
々
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 【
子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】 

  
 

子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
地
域
ぐ
る
み

で
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
る
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
決
ま
っ
た
形
は
あ
り
ま
せ

ん
。
庭
の
手
入
れ
や
自
宅
前
の
清
掃
を
し
な
が
ら

の
見
守
り
や
声
か
け
、
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
、「
で
き
る
こ
と
を
、
自
分
ス
タ
イ
ル
で
」
始
め

ら
れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

【
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
】 

  
 

東
京
都
は
、
犯
罪
が
起
こ
り
や
す
い
ポ
イ
ン
ト

「
入
り
や
す
い
」「
見
え
に
く
い
」場
所
を
自
分
で

探
し
て
確
認
し
て
地
図
を
作
製
す
る
「
地
域
安
全

マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

 

マ
ッ
プ
づ
く
り
の
考
え
方
や
作
製
方
法
を
説
明
す

る
、
都
の
認
定
を
受
け
た
作
製
指
導
員
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

青
少
年
・
治
安
対
策
本
部 

 
 
 

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
８
１ 

 

小
笠
原
高
校 

授
業
公
開 

 

【
期
間
】
10
月
30
日
（月
）〜
11
月
４
日
（土
） 

【
時
間
】
１
時
限
目 

午
前
８
時
20
分
〜 

６
時
限
目 

午
後
３
時
20
分 

【
科
目
お
よ
び
時
間
割
】 

当
日
受
付
に
て
配
布
ま
た
は
学
校
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
そ
の
他
】 

○
お
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
11
月
３
日
（金
）は
祝
日
で
休
校
で
す
。 

○
11
月
４
日
（
土
）
の
６
時
限
目
（
午
後
２
時

30
分
〜
）以
降
は
父
島
保
護
者
会
と
な
り
ま
す
。 

  

大
勢
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

 

父
島
野
外
巡
検
講
座 

 

【
内
容
】 

父
島
で
の
野
外
活
動
を
通
し
て
、
固
有
生
物
、

外
来
生
物
、
地
質
、
生
態
系
、
小
笠
原
の
歴
史
（
戦

跡
を
含
む
）
な
ど
の
理
解
を
深
め
る
。 

【
時
間
】 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分 

【
日
時
】 

 

①
12
月
９
日
（土
） 

 
 

《
主
な
内
容
》
全
体
説
明
・
清
瀬
周
辺
の
戦
跡 

  

②
12
月
16
日
（土
） 

 
 

《
主
な
内
容
》
長
崎
・
旭
山
の
自
然
・
戦
跡 

   

③
12
月
23
日
（土
） 

 
 

《
主
な
内
容
》
夜
明
山
の
自
然
・
戦
跡 

 

 

④
１
月
13
日
（土
） 

 
 

《
主
な
内
容
》
巽
道
路
付
近
の
自
然
・
戦
跡 

  

⑤
１
月
20
日
（土
） 

 
 

《
主
な
内
容
》
コ
ペ
ペ
・
洲
崎
の
自
然
・
戦
跡 

 

【
講
師
】
本
校
理
科
教
諭 

上
條 

明
弘 

 

【
対
象
】
18
歳
以
上
の
方
（現
地
に
車
で
乗
り
合
い

な
ど
で
集
合
し
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

【
定
員
】
20
名
（抽
選
） 

【
費
用
】
１
７
５
０
円
（受
講
料
・
保
険
代
） 

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
に
て 

①
住
所 

②
氏
名 

③
性
別 

④
年
齢 

 

⑤
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、小
笠
原
高
校
ま
で
。 

【
申
込
期
限
】
11
月
13
日
（月
） 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 
 

小
笠
原
高
等
学
校 

 
 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

  
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
―
２
３
４
１ 

 

島
で 

あ
そ
び
隊
！ 
 
 
   

【
も
っ
と
知
り
隊
！
小
笠
原
こ
と
ば
】
※
当
日
受
付 

 
 

 
 

 

ふ
し
ぎ
な
こ
と
ば
で
あ
そ
ぼ
う
！ 

《
日
時
》
11
月
22
日
（水
） 

午
後
２
時
〜
４
時 

 

《
集
合
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
玄
関
前 

 

※
屋
外
で
遊
べ
る
服
装
と
靴
で
集
合 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円 

（
保
険･

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
飲
み
物 

 【
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
隊
！
】
※
抽
選 

 

自
分
だ
け
の
ス
テ
キ
な
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
。 

《
日
時
》
11
月
26
日
（日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

 

《
集
合
場
所
》
小
学
校
図
工
室 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
３
０
０
円 

（
保
険
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
・
材
料
費
含
む
）  

《
持
ち
物
》
お
弁
当
・
飲
み
物 

汚
れ
て
も
よ
い
タ
オ
ル
・
ハ
サ
ミ 

《
申
込
方
法
》 

○
申
し
込
み
は
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
ま
す
。 

○
小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
回

収
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

○
参
加
者
に
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

《
申
込
期
限
》
11
月
10
日
（金
） 

 

【
注
意
事
項
】 

小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（
保
護
者
同
伴
で
の
見
学
は
可
能
で
す
。） 

 ●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ 

あ
そ
び
隊
事
務
局 

 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９  

フ
リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
（
父
島
） 

 

【
日
時
】
11
月
26
日
（日
）正
午
〜 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

千
葉 

２
―
２
６
２
８
、
永
合 

２
―
３
０
０
５ 

 

12
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

12
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
原
油
価
格
が
値
下
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お

り
改
定
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）
内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》 

大
人 

８
６
９
０
円
（＋
１
１
３
０
円
） 

小
人 

４
３
５
０
円
（＋
５
７
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
３
５
０
円
（＋
５
７
０
円
） 

小
人 

２
１
８
０
円
（＋
２
９
０
円
） 

《
村
民
割
引
（
往
復
）》 

大
人 

５
６
６
０
円
（＋
７
４
０
円
） 

小
人 

２
８
３
０
円
（＋
３
７
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
７
９
０
円
（＋
７
２
６
円
） 

《
２
等
品
》
８
２
４
０
円
（＋
６
８
０
円
） 

《
３
等
品
》
７
６
９
１
円
（＋
６
３
５
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 

０
・
１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
８
１
円
（＋
73
円
） 

 
 

０
・
０
７
５
ト
ン
以
下  

６
６
４
円
（＋
55
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 
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肺
が
ん
（喀
た
ん
検
査
）検
診 

 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳

以
上
の
方 

【
検
査
方
法
】
喀
た
ん
検
査
法 

【
費 

 

用
】
無
料 

【
申
込
方
法
】 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
直
接
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

【
申
込
期
間
】 

11
月
６
日
（月
）〜
28
日
（火
） 

 

※
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
受
付
け
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

父
島 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

6
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
ず
前
日
ま
で
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、
９
，
10
か
月
、

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、

３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
11
月
９
日
（木
） 

 

受
付
時
間 

午
後
２
時
〜
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

父
島
歩
こ
う
会 

 

健
康
と
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
歩
く
会
を
実
施
い

た
し
ま
す
。「
１
日
１
万
歩
」
が
理
想
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
ま
ず
は
無
理
せ
ず
３
千
歩
く
ら
い
か
ら
は
じ

め
ま
せ
ん
か
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。 

 【
集
合
】
11
月
19
日
（日
）
午
後
２
時 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関 

【
コ
ー
ス
】
大
村
の
街
中
と
公
園
を
歩
く
約
30
分 

３
千
歩
コ
ー
ス 

○
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を
持
っ
て
歩
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

○
天
候
不
順
の
場
合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。 

○
体
調
が
優
れ
な
い
と
き
は
参
加
を
控
え
ま
し
ょ

う
。 

○
事
故
や
ケ
ガ
を
防
ぐ
た
め
に
十
分
注
意
し
ま 

し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 
村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

専
門
診
療 

 

◎
整
形
外
科
（東
京
医
科
大
学
病
院
） 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
５
日
（日
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

６
日
（月
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

７
日
（火
）
午
前 

 
 
 
 
 
 
 
 

８
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
２
日
（木
）
午
前
・
午
後 

３
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

【
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

 
 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

【
診
療
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
〜
正
午 

 
 

午
後
２
時
〜
終
了 

 

◎
眼
科
（北
里
大
学
病
院
） 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
29
日
（水
）
午
前
・
午
後 

12
月 

１
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 
 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
２
日
（土
）
午
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

３
日
（日
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

【
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

 
 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

【
診
療
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
〜
正
午 

 
 

午
後
２
時
〜
終
了 

 

【
注
意
事
項
】 

 

○
眼
科
検
査
は
、
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

○
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
か
ね
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

         

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

《
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
進
捗
状
況
》 

  

村
民
の
方
々
か
ら
最
近
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
と
し

て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
外
来
種
対
策
や
森
林
生
態
系

保
護
地
域
設
定
委
員
会
の
審
議
事
項
な
ど
、
個
々
の

情
報
に
つ
い
て
は
機
会
ご
と
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
登
録
そ
の
も
の
の
進
捗
状
況
は
順
調
に
進
ん

で
い
る
の
か
、
ま
た
、
登
録
に
む
け
て
何
か
障
害
が

出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
一
部
不
安
に
な
ら

れ
て
い
る
方
も
い
る
よ
う
な
の
で
今
月
は
進
捗
状
況

を
総
合
的
に
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 

【
現
時
点
ま
で
の
課
題
解
決
へ 向

け
て
の
取
り
組
み
】 

 

①
保
護
担
保
措
置
の
設
定
（登
録
さ
れ
た
自
然
を

守
る
た
め
の
一
定
レ
ベ
ル
の
国
内
法
の
仕
組

み
） 

○
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定 

(

平
成
18

年
８
月
28
日
最
終
答
申
発
表
） 

○
国
立
公
園
の
見
直
し
（
登
録
推
薦
書
作
成
ま

で
に
住
民
説
明
会
を
経
て
設
定
予
定
） 

②
外
来
種
対
策 

検
討
機
関
と
し
て
、
環
境
省
主
催
の
「
小
笠

原
自
然
再
生
推
進
検
討
会
」
で
平
成
18
年
７
月

３
日
に
「
小
笠
原
の
自
然
環
境
の
保
全
と
再
生

に
関
す
る
基
本
計
画
（最
終
案
）」
の
提
示
が
行

わ
れ
、
各
島
ご
と
の
対
策
お
よ
び
外
来
種
ご
と

の
対
応
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
執
行
主
体

の
割
り
振
り
（主
に
環
境
省
・
林
野
庁
・
東
京
都
）

と
外
来
種
ご
と
の
駆
除
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

勤労感謝の日 

（11月23日） 
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【
当
面
の
取
り
組
み
】 

平
成
15
年
７
月
に
国
の
検
討
会
に
よ
り
、
小

笠
原
が
世
界
自
然
遺
産
の
候
補
地
に
推
薦
さ
れ
た

以
降
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
登
録
推
薦
書
提
出
に
向
け

て
、
前
項
の
よ
う
な
基
本
的
項
目
に
つ
い
て
整
理

し
て
き
ま
し
た
。 

 
 

当
初
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
説
明
し
て
き
た
、
登

録
推
薦
ま
で
の
最
速
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
れ
ば

19
年
２
月
に
暫
定
リ
ス
ト
の
提
出
を
予
定
し
て

お
り
、
現
在
、
環
境
省
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ

た
暫
定
リ
ス
ト
の
提
出
に
向
け
て
事
務
的
手
続
き

を
進
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
暫
定
リ
ス
ト
の
内
容
は
、
締
約
国
が
、
世

界
遺
産
へ
登
録
す
る
こ
と
が
相
応
し
い
と
考
え
て

い
る
資
産
の
目
録
、
資
産
の
名
称
、
地
理
的
な
位

置
、
資
産
の
簡
単
な
説
明
、
顕
著
な
普
遍
的
価
値

の
根
拠
を
記
載
す
る
。 

こ
の
リ
ス
ト
の
中
に
、
当
初
か
ら
懸
念
さ
れ
て

い
た
外
来
種
対
策
な
ど
の
課
題
の
取
り
組
み
状
況

や
今
後
の
具
体
的
対
応
策
の
目
標
が
必
要
な
た
め

基
本
的
項
目
の
整
理
を
行
っ
て
き
た
。 

 【
そ
の
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

 
 

暫
定
リ
ス
ト
提
出
後
1
年
以
上
経
過
し
５
年

な
い
し
10
年
以
内
に
登
録
推
薦
書
お
よ
び
管
理

計
画
書
の
提
出
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

推
薦
書
提
出
後
は
、
世
界
遺
産
の
諮
問
機
関
に

よ
る
審
査
を
３
月
か
ら
翌
年
の
５
月
ま
で
の
期

間
で
行
い
、
そ
の
後
世
界
遺
産
委
員
会
に
よ
る
審

議
、
決
議
（
６
月
か
ら
７
月
）を
得
て
登
録
の
可

否
が
決
定
さ
れ
る
。 

知
床
の
場
合
は
、
平
成
16
年
１
月
に
推
薦
書

提
出
後
、
同
年
７
月
に
、
国
際
自
然
保
護
連
合
（Ｉ

Ｕ
Ｃ
Ｎ
）が
現
地
視
察
・
審
査
を
行
っ
た
。
現
地
視

察
時
お
よ
び
平
成
17
年
２
月
に
追
加
情
報
請
求

が
あ
り
、
同
年
３
月
に
政
府
が
こ
れ
に
回
答
し
、

同
年
７
月
に
世
界
自
然
遺
産
登
録
が
決
定
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 
 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
28 

「
聟
島
列
島
か
ら
母
島
列
島
ま
で
」 

 

                         

小
笠
原
群
島
（聟
島
列
島
・
父
島
列
島
・
母
島
列
島
）

の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
達
は
、
列
島
間
を
移
動

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

イ
ル
カ
調
査
隊
の
調
査
で
は
こ
れ
ま
で
に
父
島
列
島

〜
聟
島
列
島
間
、
父
島
列
島
〜
母
島
列
島
間
の
移
動

を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
聟
島
列
島
〜
母
島
列
島
間

を
移
動
し
て
い
る
イ
ル
カ
を
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。 

と
こ
ろ
が
９
月
28
日
と
10
月
３
日
の
母
島
列

島
で
の
調
査
で
、
以
前
に
聟
島
列
島
で
発
見
さ
れ
た

こ
と
の
あ
る
イ
ル
カ
を
２
頭
発
見
し
ま
し
た
。
１

頭
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
お
馴
染
み
の
コ
ブ
ち
ゃ
ん

（個
体
識
別
番
号
＃
4
）で
す
。
彼
は
オ
ス
の
イ
ル
カ

で
、
背
び
れ
に
コ
ブ
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
も
う

１
頭
は
個
体
識
別
番
号
＃
28
の
メ
ス
イ
ル
カ
で
す
。 

 
 
 
 
 

少
な
く
と
も
こ
の
２
頭
は
聟
島
列
島
〜
母
島
列
島

間
（１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
）を
移
動
し
て
生
活

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
65 

 ―
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
「
共
存
」 

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
小
笠
原 

― 

 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
春
か
ら
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

を
行
っ
て
い
る
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ 

 

チ
ャ
ー
（エ
ル
ナ
）横
浜
事
務
所
の
活
動
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 

エ
ル
ナ
は
８
年
前
に
設
立
さ
れ
、
海
外
で
の
活
動

を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
場
所
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
を
主
体
と
し
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
・
タ
イ
マ
イ
・
オ

サ
ガ
メ
・
ヒ
メ
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
・
保
全
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
と
そ
の
卵
を
採

取
す
る
こ
と
を
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
れ
に
反
し
て
地
方
政
府
は
卵
を
採
取
す
る
た
め
の

入
札
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
々
は
子

ど
も
を
育
て
る
た
め
、
生
き
る
た
め
に
卵
を
採
取
し

生
計
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
ウ
ミ
ガ
メ
の

卵
は
根
こ
そ
ぎ
採
取
さ
れ
、
種
に
よ
っ
て
は
20
年
間

で
70
％
以
上
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
調
査
で
分

っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ウ
ミ
ガ
メ
類
を
絶

滅
か
ら
救
う
た
め
に
、
卵
を
買
い
上
げ
、
採
取
し
て

い
る
人
々
（密
漁
者
）を
雇
い
、
代
わ
り
に
卵
の
監
視

と
管
理
を
依
頼
す
る
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
に
よ
り
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
と
地
域
の
人
々
の

生
活
の
両
方
を
守
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
活
動
の
成

果
が
徐
々
に
現
わ
れ
は
じ
め
、
産
卵
巣
数
が
増
加
傾

向
に
転
じ
た
島
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

野
生
動
物
を
守
る
活
動
に
は
、
地
域
の
文
化
風
習
や

人
々
の
生
活
を
理
解
し
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
取

り
組
む
こ
と
が
鍵
と
な
る
の
で
す
。 

こ
こ
小
笠
原
で
は
近
年
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
普

及
し
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
も
重
要
な
観
光
資
源
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
数
が
少
な

か
っ
た
今
シ
ー
ズ
ン
で
も
、
大
村
海
岸
で
は
延
べ
49

頭
（昨
年
は
延
べ
１
１
７
頭
）が
産
卵
し
、
夏
に
は
多

く
の
人
々
が
産
卵
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し 

た
。
人
間
の
生
活
圏
と
密
接
し
た
海
岸
で
、
こ
れ
だ

け
多
く
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
す
る
環
境
は
大
変
珍
し

い
こ
と
で
す
。 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
よ
う
な
環
境
を
維

持
し
、
多
く
の
人
々
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
小
笠
原
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
違
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
地

域
も
今
あ
る
自
然
環
境
を
維
持
し
、
個
体
数
の
回
復

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
こ

れ
か
ら
も
ウ
ミ
ガ
メ
資
源
管
理
・
保
全
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

※
去
る
９
月
22
日
の
台
風
14
号
被
害
の
復
旧
作

業
に
は
、
多
く
の
島
民
の
皆
様
に
、
お
忙
し
い
中

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

２
―
２
８
３
０ 

《
ア
ド
レ
ス
》http://bonin-ocean.net 

     

→
背
び
れ
の
コ
ブ
が

特
徴
の
こ
ぶ
ち
ゃ
ん 

  
 

↓ 

尾
び
れ
が
特
徴

の
＃
２８ 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第 ８１ 号 ― 

 

病気の早期発見と健康づくりのために健診を受けましょう！ 
 来月は基本健診とがん検診があります。健診（検診）の目的は、現在の健康状態をチェックし、がんや生活習慣病などの病気を

早期発見することと、健診結果を参考に生活を改善することにあります。また、がんは早期に発見できれば完治するケースも増え

てきていますので、ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                  

                                                          

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              イルカの伝言版 

 

 

 

健康に関するご相談 

村民課福祉係 ２－3939 

 

イルカ：今月のゲストは母島在住の宮澤寛さんです。宮澤さんの健康法を教えてください。

宮澤さん：私の健康法は小笠原に住んでいるからこそできることだと思います。それは規則

正しい生活を送ることです。平日は６時に起床し、１時間ほど散歩をし、７時から朝食、

昼食は１２時半、夕食は７時、１１時に就寝、土日の休日は、外で思い切り遊ぶ、こんな

生活は内地ではなかなかできないことだと思います。もともと、喫煙、飲酒が苦手なのを

幸いに食事も腹八文目と決め、食生活もうまくコントロールできているほうだと思いま

す。健康オタクなので身体に良いといわれるとすぐに始めてしまいますが三日坊主なの

で、生活のリズムだけは変えないようにしていることが健康でいられるのではと自分で

思っています。 

イルカ：生活のリズムを整える。最も基本で大切な心がけですね。ありがとうございました！

 

基本健診の目的 ＝ 健康状態を総合的にチェックして生活改善をしていく 

がん検診の目的 ＝ がんを早期発見して早期治療を目指す 

胃がん 

罹患率が最も高いがんです。内視鏡

（胃カメラ）を飲み込んで胃や食道

を観察します。 

大腸がん 

がんができると破壊さ

れた組織から出血しま

す。便潜血と必要時バリ

ウム検査で検査をしま

す。 

肺がん 

罹患率も死亡率も高いがんです。喫煙と

の関係が濃厚です。採取した痰と胸部レ

ントゲンで検査をします。 

今月は父島で「歩こう

会」を開催します。詳細

は「健康・保健のコー

ナー」をご覧ください！

子宮がん 

子宮の入口にできる「頚部がん」

と奥にできる「体がん」がありそ

れぞれ発生しやすくなる要因が

違います。内診と超音波、細胞診

で検査をします。 

乳がん 

日本人女性に増えている

がんです。自己チェックと

検診で早期に発見するこ

とが大切です。視触診と必

要時超音波で検査します。

 

身体計測 

体重は体の健康状態を把握す

る基礎データになります。今年

度よりメタボリックシンド  

ローム判定基準になる腹囲を

測定します。 

  

血圧測定 

血圧が高い状態が続くと血管

に負担がかかり、心筋梗塞や

脳卒中を引き起こすことがあ

ります。 

心電図 

心臓から発生する微弱な電流

の変化をグラフにして計測し

ます。不整脈や心筋の異常など

がわかります。 

検尿 

体のどこかで異変が起きると尿

の中に含まれる物質の量が変化

します。糖、タンパク、赤血球

（潜血）などを調べます。 

血液検査 

血液中の成分を調べることで身体の状態を把握することができます。 

貧血・血液疾患･･･白血球数、赤血球数、血色素量、ﾍﾏﾄｸﾘｯﾄ 

肝機能・腎機能･･･AST、ALT、γ-GTP、総蛋白、尿素窒素、ｸﾚｱﾁﾆﾝ

脂質代謝･････････総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、中性脂肪 

糖尿病･･･････････血糖        その他･･･尿酸 

  



入港日 都民寄席小笠原公演（父島）

小笠原高校授業公開（～4） 東京三弁護士会法律相談（父島）

ビジターセンター特別展（～　12/19） 母島小・中学校授業参観（～22）

父島動物巡回診療申込（～8）

都民寄席小笠原公演（母島）

定期予防接種 母島小・中学校道徳授業地区公開講座

出港日

高校図書館開放

出港日

高校図書館開放 父島歩こう会

南島入島禁止（～H19.2.4※12/28～1/4除く）

母島小・中学校学芸会 インフルエンザ任意予防接種２回目

　　　　　　　（～24※23日除く）

肺がん検診予約（～28） ノヤギ駆除（父島）

小笠原中学校道徳授業地区公開講座

入港日

ノヤギ駆除（父島）

入港日 南島外来植物除去ボランティア申込締切

村民意見・提案・相談受付窓口 パスポート出張申請（父島）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

母島小・中学校セーフティー教室 パスポート出張申請（母島）

出港日

第二東京弁護士会電話無料法律相談

出港日

高校図書館開放 南島外来植物除去作業

父島動物巡回診療 高校図書館開放

家電搬出（母島） 父母交流スポーツ大会（母島）

母島小・中学校ＰＴＡスポーツ大会 フリーマーケット（父島）

父島動物巡回診療

入港日

父島野外巡検講座申込締切 母島巡回労働相談

住民健診予約（～12/1※土・日・祝除く）

家電搬出（父島）

入港日 出港日

東京三弁護士会法律相談（母島）

10 金

4 土

27 月

5 日

6 月

7

26

15 水

14 火

行　事　予　定日付 曜日

土25

土

日

17 金

16

日付 曜日 行　事　予　定

1 水

12
日

22 水

23 木

24 金

9 木

28 火

29 水

30 木

2 木

3 金

日

13 月

18

19

火

水

11 土

8

木

20 月

21 火

勤労感謝の日

文化の日



 

          
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

  
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

東京都による航空路関連調査の実施 

第３号 

総務課企画政策室 04998-2-3111 

メール kikaku@vill.ogasawara.tokyo.jp 

小小笠笠原原航航空空路路のの開開設設にに向向けけてて  

皆さんが航空路に期待することや心配されることについて、また、

航空路全般について、ご意見をお寄せください。 

～～  皆皆ささんんののごご意意見見ををおお寄寄せせくくだだささいい  ～～  

小笠原 本 土 

 

多
様
な
教
育
施
設

 

1億2,000万人の

国 民 

専門的な治療や検査（紹介状発行：年約 350 件）注 1 

高校、大学などへの進学（卒業生の 42％/11 人）注 2 

研修や講習会の受講、商用、公務など 

親戚、友人との交際・交流、冠婚葬祭 

休養、レジャー・・・・・・・・・・ 

村民生活の「安心」「安定」｢発展向上｣に、本土とのつながりは不可欠

専
門
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
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流
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小笠原に無い、また不足している本土機能を求めて 

2,400 人の 

村 民 

海洋レジャーや自然観察などの旅行（年約 14,000 人） 

工事やメンテナンス、公務など（年約 3,700 人） 

学術その他の調査・研究（年約 430 人） 

本土在住島民の帰島、友人との交際・交流・・・・・ 

本土には無い自然を求めて 仕事や研究などで… 

豊
か
な
自
然
環
境 

特
異
な
歴
史･

文
化 

経
済
水
域
の
確
保
等

昭和 47 年就航「椿丸」 1,040 トン、片道 44 時間、年約 51 便 

昭和 48 年就航「父島丸」 2,616 トン、片道 38 時間、年約 51 便 

昭和 54 年就航「おがさわら丸」 3,553 トン、片道 28 時間、年約 60 便 

平成 9年就航「おがさわら丸」 6,679 トン、片道 25.5 時間、年約 60 便 

  返還 38 年経った今なお、小笠原～本土間を行き来するには、週一便の選択肢と 1回の上京に通常 10 泊 

11 日を必要とするのが現状です。毎日の足を確保するには、海路のほかに航空路の開設は必須です。 

現 在 

① ≫ 本年 11 月～来年 3月 ②～④ ≫ 本年 12月～来年 3月

◆ 調 査 内 容 

◆ 調 査 時 期 

◆ 調査対象箇所 ②～④ ≫ 洲崎周辺の陸域と海域 

 
① 採算性等調査      航空路の必要性、需要予測、運航採算性などの調査≫≫≫

② 気象観測調査      風向・風速、視程、雲高などの気象状況の把握 ≫≫≫

③ 海象観測調査      波高、流速・流向などの海洋状況の把握 ≫≫≫

④ 環境現況調査      陸上動植物、水中生物などの環境現況の把握 ≫≫≫

返還直後からの定期船の移り変わり 

注 1) 17 年 10 月～18 年 9月 注 2) 18 年 3 月卒業生 

注) 数値は 17 年度 

東京都では、小笠原航空路の開設に向けた検討を 

行うため、次の調査を実施します。 


